
令和６年度決算（※令和元年度から公営企業会計へ移行しています） 下水道事業

１．経営の健全性・効率性 （単位：千円）

【指標の意味】

使用料収入や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えているかを

表す指標です。

（単位：千円）

営業収益－受託工事収益－雨水処理負担金 1,814,921－223,070－179,878

【指標の意味】

使用料収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標です。

（単位：千円）

汚水処理費（公費負担分を除く）

【指標の意味】

使用料で賄うべき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表した指標です。１００％を下回っているので、汚水処理に係る費用

が使用料以外の収入により賄われていることを意味するため、適正な使用料収入の確保及び汚水処理費の削減が必要です。

（単位：千円/m3）

【指標の意味】

有収水量１m3あたりの汚水処理に要した費用であり、汚水資本費・汚水維持管理費の両方を含めた汚水処理に係るコストを

表した指標です。

（単位：m3）

【指標の意味】

施設・設備が一日に対応可能な処理能力に対する、一日平均処理水量の割合であり、施設の利用状況や適正規模を判断する

指標です。

（単位：人）

【指標の意味】

現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水処理している人口の割合を表した指標です。

公共用水域の水質保全や、使用料収入の増加等の観点から100％に近い割合となっていることが望ましいです。

２．老朽化の状況 （単位：ｍ）

【指標の意味】

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるか示す指標です。

【指標の意味】

当該年度に更新した管渠延長の割合を表した指標で、管渠の更新ペースや状況を把握できます。

×100=1.39％
下水道布設延長 259,000

算出式 R6算出

管渠改善率（％）
改善（更新・改良・維持）管渠延長

×100
3,600

有形固定資産減価償却率（％）
有形固定資産減価償却累計額

×100
10,367,112

×100=20.54％
有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価 50,475,804

×100=94.10％
現在処理区域内人口 82,562

算出式 R6算出

算出式 R6算出

水洗化率（％）
現在水洗便所設置済人口

×100
77,690

施設利用率（％）
晴天時一日平均処理水量

×100
27,823

×100=63.45％
晴天時現在処理能力 43,850

×1000=150.11円/m3
年間有収水量 8,924,565

算出式 R6算出

算出式 R6算出

汚水処理原価（円）
汚水処理費（公費負担分を除く）

×1000
1,339,674

経費回収率（％）
下水道使用料

×100
1,411,241

×100=105.34%
1,339,674

算出式 R6算出

×100=103.84%
経常費用 2,931,558＋206,031

算出式 R6算出

企業債残高対事業規模比率（％）
企業債現在高合計－一般会計負担額

×100
16,632,701－8,050,227

×100=607.84%

算出式 R6算出

経常収支比率（％）
経常収益

×100
1,814,921＋1,443,109



令和５年度決算（※令和元年度から公営企業会計へ移行しています） 下水道事業

１．経営の健全性・効率性 （単位：千円）

【指標の意味】

使用料収入や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えているかを

表す指標です。

（単位：千円）

営業収益－受託工事収益－雨水処理負担金 1,656,858－199,601－187,068

【指標の意味】

使用料収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標です。

（単位：千円）

汚水処理費（公費負担分を除く）

【指標の意味】

使用料で賄うべき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表した指標です。１００％を下回っているので、汚水処理に係る費用

が使用料以外の収入により賄われていることを意味するため、適正な使用料収入の確保及び汚水処理費の削減が必要です。

（単位：千円/m3）

【指標の意味】

有収水量１m3あたりの汚水処理に要した費用であり、汚水資本費・汚水維持管理費の両方を含めた汚水処理に係るコストを

表した指標です。

（単位：m3）

【指標の意味】

施設・設備が一日に対応可能な処理能力に対する、一日平均処理水量の割合であり、施設の利用状況や適正規模を判断する

指標です。

（単位：人）

【指標の意味】

現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水処理している人口の割合を表した指標です。

公共用水域の水質保全や、使用料収入の増加等の観点から100％に近い割合となっていることが望ましいです。

２．老朽化の状況 （単位：ｍ）

【指標の意味】

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるか示す指標です。

【指標の意味】

当該年度に更新した管渠延長の割合を表した指標で、管渠の更新ペースや状況を把握できます。

算出式 R5算出

経常収支比率（％）
経常収益

×100
1,656,858＋1,647,273

算出式 R5算出

×100=105.19%
経常費用 2,889,384＋251,772

算出式 R5算出

企業債残高対事業規模比率（％）
企業債現在高合計－一般会計負担額

×100
16,657,099－7,712,236

×100=704.22%

経費回収率（％）
下水道使用料

×100
1,269,275

×100=95.77%
1,325,305

算出式 R5算出

汚水処理原価（円）
汚水処理費（公費負担分を除く）

×1000
1,325,305

×1000=150.15円/m3
年間有収水量 8,826,807

算出式 R5算出

施設利用率（％）
晴天時一日平均処理水量

×100
26,806

×100=61.13％
晴天時現在処理能力 43,850

算出式 R5算出

水洗化率（％）
現在水洗便所設置済人口

×100
77,183

×100=93.60％
現在処理区域内人口 82,460

算出式 R5算出

有形固定資産減価償却率（％）
有形固定資産減価償却累計額

×100
8,670,675

×100=17.63％
有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価 49,170,844

×100=1.17％
下水道布設延長 256,000

算出式 R5算出

管渠改善率（％）
改善（更新・改良・維持）管渠延長

×100
2,990



令和４年度決算（※令和元年度から公営企業会計へ移行しています） 下水道事業

１．経営の健全性・効率性 （単位：千円）

【指標の意味】

使用料収入や一般会計からの繰入金等の収益で、維持管理費や支払利息等の費用をどの程度賄えているかを

表す指標です。

（単位：千円）

営業収益－受託工事収益－雨水処理負担金 1,622,379-188,591-183,061

【指標の意味】

使用料収入に対する企業債残高の割合であり、企業債残高の規模を表す指標です。

（単位：千円）

汚水処理費（公費負担分を除く）

【指標の意味】

使用料で賄うべき経費を、どの程度使用料で賄えているかを表した指標です。１００％を下回っているので、汚水処理に係る費用

が使用料以外の収入により賄われていることを意味するため、適正な使用料収入の確保及び汚水処理費の削減が必要です。

（単位：千円/m3）

【指標の意味】

有収水量１m3あたりの汚水処理に要した費用であり、汚水資本費・汚水維持管理費の両方を含めた汚水処理に係るコストを

表した指標です。

（単位：m3）

【指標の意味】

施設・設備が一日に対応可能な処理能力に対する、一日平均処理水量の割合であり、施設の利用状況や適正規模を判断する

指標です。

（単位：人）

【指標の意味】

現在処理区域内人口のうち、実際に水洗便所を設置して汚水処理している人口の割合を表した指標です。

公共用水域の水質保全や、使用料収入の増加等の観点から100％に近い割合となっていることが望ましいです。

２．老朽化の状況 （単位：ｍ）

【指標の意味】

有形固定資産のうち償却対象資産の減価償却がどの程度進んでいるか示す指標です。

【指標の意味】

当該年度に更新した管渠延長の割合を表した指標で、管渠の更新ペースや状況を把握できます。

×100=1.01％
下水道布設延長 253,000

算出式 R4決算

管渠改善率（％）
改善（更新・改良・維持）管渠延長

×100
2,550

水洗化率（％）
現在水洗便所設置済人口

×100
77,096

×100=94.78％
現在処理区域内人口 81,344

×100=61.19％
晴天時現在処理能力 43,850

算出式 R4決算

施設利用率（％）
晴天時一日平均処理水量

×100
26,833

算出式 R4決算

汚水処理原価（円）
汚水処理費（公費負担分を除く）

×1000
1,315,059

×1000=150.05円/m3

算出式 R4決算

経費回収率（％）
下水道使用料

×100
1,250,302

×100=95.08%
1,315,059

算出式 R4決算

8,764,222年間有収水量

企業債現在高合計－一般会計負担額
×100

16,400,233-7,615,381
×100=702.38%

経常収支比率（％）
経常収益

算出式

×100

R4決算

1,622,379＋1,538,935

経常費用

×100=14.77％
有形固定資産のうち償却対象資産の帳簿原価 47,415,602

2,868,764+236,627

算出式 R4決算

有形固定資産減価償却率（％）
有形固定資産減価償却累計額

×100
7,001,974

×100=101.80%

算出式 R4決算

企業債残高対事業規模比率（％）


